
(57)【要約】

【課題】除霜運転時に潤滑油を蒸発器に混入させないこ

とで蒸発器の伝熱性能を落とすことがなく、サイクル効

率を低下させない冷凍サイクル装置を提供すること。

【解決手段】暖房運転を行っているときに、大気の温度

が下がってくると蒸発器１９を流れる冷媒の温度も低下

させないと、大気から熱を奪えなくなる。そして、大気

の温湿度条件により蒸発器１９は着霜を始める。そこで

サーミスタ温度計２６で計測している冷媒の温度が所定

値、例えば０℃以下を制御装置２５が検知すると、絞り

装置２２を制御して第１オイル流路１２に潤滑油を流さ

ず、流量調整弁２３を全開にして第２オイル流路１３に

潤滑油を流す。そして潤滑油は、オイル冷媒熱交換器２

４に流れ、冷媒と熱交換して、冷媒温度を上げる。その

結果、蒸発器１９内には潤滑油が付着することがなく、

冷凍サイクル装置１０の効率を低下させることはない。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
冷 媒 と 潤 滑 油 と を 含 む 作 動 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 、 前 記 圧 縮 機 で 吐 出 さ れ た 前 記 作 動 流 体
を 前 記 冷 媒 と 前 記 潤 滑 油 と に 分 離 す る オ イ ル 分 離 器 、 前 記 オ イ ル 分 離 器 で 前 記 潤 滑 油 と 分
離 さ れ た 前 記 冷 媒 を 放 熱 す る 放 熱 器 、 前 記 放 熱 器 で 放 熱 さ れ た 前 記 冷 媒 の 圧 力 を 低 下 さ せ
る 膨 張 弁 、 お よ び 前 記 膨 張 弁 で 圧 力 を 低 下 さ れ た 前 記 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る 蒸 発 器 が 前 記 冷 媒
を 流 す 第 １ の 配 管 で 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 と 、
前 記 オ イ ル 分 離 器 、 前 記 オ イ ル 分 離 器 で 前 記 冷 媒 が 分 離 さ れ た 前 記 潤 滑 油 の 温 度 を 低 下 さ
せ る 絞 り 装 置 、 お よ び 前 記 蒸 発 器 と 前 記 圧 縮 機 と の 間 の 前 記 第 １ の 配 管 が 前 記 潤 滑 油 を 流
す 第 ２ の 配 管 で 接 続 さ れ た 第 １ オ イ ル 流 路 と 、
前 記 オ イ ル 分 離 器 と 前 記 絞 り 装 置 と の 間 の 前 記 第 ２ の 配 管 、 前 記 潤 滑 油 の 流 量 を 調 節 す る
流 量 調 整 弁 、 前 記 潤 滑 油 と 前 記 蒸 発 器 の 冷 媒 入 口 の 冷 媒 と を 熱 交 換 す る オ イ ル 冷 媒 熱 交 換
器 、 お よ び 前 記 蒸 発 器 と 前 記 圧 縮 機 と の 間 の 前 記 第 １ の 配 管 が 前 記 潤 滑 油 を 流 す 第 ３ の 配
管 で 接 続 さ れ た 第 ２ オ イ ル 流 路 と 、
除 霜 運 転 時 に 前 記 流 量 調 整 弁 を 開 か せ る 制 御 手 段 と
を 備 え た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 は 、 外 管 と 前 記 外 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 管 と で 構 成 さ れ た 二 重 管 式
熱 交 換 器 で あ り 、 前 記 外 管 に は 前 記 潤 滑 油 が 流 れ 、 前 記 内 管 に は 前 記 冷 媒 が 流 れ る 請 求 項
１ 記 載 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 蒸 発 器 は 前 記 冷 媒 を 流 す 伝 熱 管 、 前 記 伝 熱 管 を 流 れ る 冷 媒 の 伝 熱 を 促 進 さ せ る フ ィ ン
、 お よ び 前 記 フ ィ ン に 近 接 し て 設 け た 送 風 フ ァ ン で 構 成 し 、 前 記 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 は 、
前 記 第 ２ オ イ ル 流 路 の 一 部 を 前 記 送 風 フ ァ ン と 前 記 フ ィ ン と の 間 に 配 置 す る 請 求 項 １ 記 載
の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 冷 媒 は 二 酸 化 炭 素 で あ る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 冷 凍 サ イ ク ル 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に 関 し 、 特 に 暖 房 運 転 を 行 い な が ら 除 霜 運 転 を 行 う 冷 凍 サ
イ ク ル 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 気 を 熱 源 と す る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 大 気 が 氷 点 近 傍 と な り 蒸 発 器 で の 冷 媒 温 度 を 氷
点 下 と な る 条 件 で 運 転 す る と 、 大 気 中 の 水 分 が 蒸 発 器 表 面 で 結 露 す る と と も に 氷 結 し て 着
霜 す る 場 合 が あ る 。 蒸 発 器 表 面 が 着 霜 す る と 大 気 か ら の 伝 熱 量 が 低 下 す る た め 、 そ の 蒸 発
器 で 集 熱 が 不 十 分 と な り 、 放 熱 器 で の 放 熱 量 も 小 と な る 。 例 え ば 、 こ の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置
が 暖 房 運 転 を 行 う 空 気 調 和 装 置 で あ れ ば 、 室 外 機 で あ る 蒸 発 器 が 着 霜 す る と 、 室 内 機 で あ
る 放 熱 器 か ら 温 風 が 出 に く く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 従 来 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で は 、 圧 縮 機 を 出 た 冷 媒 の 流 れ を 変 え て 蒸 発 器 の 除 霜 を
行 っ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 図 ５ は 、 特 許 文 献 １ の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 構 成
図 で あ り 、 こ の 図 面 を 用 い て 暖 房 運 転 時 お よ び 除 霜 運 転 時 の 冷 媒 の 流 れ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 暖 房 運 転 時 は 、 圧 縮 機 １ を 出 た 冷 媒 は 、 オ イ ル 分 離 器 ２ に 入 る 。 そ し て 、 オ イ ル 分 離 器
２ で 冷 媒 と 分 離 さ れ た 潤 滑 油 は 、 キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ ３ を 通 っ て 圧 縮 機 １ に 戻 る 。 ま た
、 オ イ ル 分 離 器 ２ を 出 た 高 温 の 冷 媒 は 、 四 方 弁 ４ を 通 り 、 放 熱 器 で あ る 室 内 熱 交 換 器 ７ で
放 熱 さ れ 室 内 を 暖 房 し 、 電 子 膨 張 弁 ６ で 膨 張 し 、 そ の 圧 力 を 低 下 さ せ ら れ る 。 圧 力 の 低 下
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し た 冷 媒 は 、 蒸 発 器 で あ る 室 外 熱 交 換 器 ５ で 大 気 よ り 熱 を 奪 っ て 蒸 発 し 、 四 方 弁 ４ を 通 り
、 圧 縮 機 １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 に 除 霜 運 転 時 は 、 開 閉 弁 ９ が 開 き 、 オ イ ル 分 離 器 ２ と 室 外 熱 交 換 器 ５ と を 接 続 す る バ
イ パ ス 回 路 ８ に 高 温 の 冷 媒 と 潤 滑 油 と を 流 す 。 そ の 結 果 、 室 外 熱 交 換 器 ５ に 高 温 の 冷 媒 と
潤 滑 油 と が 流 れ 、 室 外 熱 交 換 器 ５ に 着 い た 霜 が 溶 か さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ０ ４ ２ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 で は 、 除 霜 運 転 時 に 潤 滑 油 も 室 外 熱 交 換 器 ５ に 流
入 す る た め 、 潤 滑 油 が 室 外 熱 交 換 器 ５ を 構 成 し て い る 管 の 内 壁 に 付 着 す る 場 合 が あ っ た 。
潤 滑 油 が 管 の 内 壁 に 付 着 す る と 、 容 易 に 流 出 せ ず 、 室 外 熱 交 換 器 ５ で 冷 媒 が 蒸 発 す る 際 に
、 管 を 通 し て 大 気 か ら 熱 を 奪 う と き の 大 き な 伝 熱 抵 抗 と な っ て い た 。 そ の た め 、 蒸 発 器 と
し て の 伝 熱 性 能 、 す な わ ち 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の サ イ ク ル 効 率 を 低 下 さ せ る と い う 課 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 除 霜 運 転 時 に 潤 滑 油
を 蒸 発 器 に 混 入 さ せ な い こ と で 蒸 発 器 の 伝 熱 性 能 を 落 と す こ と が な く 、 サ イ ク ル 効 率 を 低
下 さ せ な い 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 冷 媒 と 潤 滑 油 と を 含 む 作 動 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 、 圧 縮
機 で 吐 出 さ れ た 作 動 流 体 を 冷 媒 と 潤 滑 油 と に 分 離 す る オ イ ル 分 離 器 、 オ イ ル 分 離 器 で 潤 滑
油 と 分 離 さ れ た 冷 媒 を 放 熱 す る 放 熱 器 、 放 熱 器 で 放 熱 さ れ た 冷 媒 の 圧 力 を 低 下 さ せ る 膨 張
弁 、 お よ び 膨 張 弁 で 圧 力 を 低 下 さ れ た 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る 蒸 発 器 が 冷 媒 を 流 す 第 １ の 配 管 で
接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 と 、 オ イ ル 分 離 器 、 オ イ ル 分 離 器 で 冷 媒 が 分 離 さ れ た 潤 滑 油 の 温 度 を
低 下 さ せ る 絞 り 装 置 、 お よ び 蒸 発 器 と 圧 縮 機 と の 間 の 第 １ の 配 管 が 潤 滑 油 を 流 す 第 ２ の 配
管 で 接 続 さ れ た 第 １ オ イ ル 流 路 と 、 オ イ ル 分 離 器 と 絞 り 装 置 と の 間 の 第 ２ の 配 管 、 潤 滑 油
の 流 量 を 調 節 す る 流 量 調 整 弁 、 潤 滑 油 と 蒸 発 器 の 冷 媒 入 口 の 冷 媒 と を 熱 交 換 す る オ イ ル 冷
媒 熱 交 換 器 、 お よ び 蒸 発 器 と 圧 縮 機 と の 間 の 第 １ の 配 管 が 潤 滑 油 を 流 す 第 ３ の 配 管 で 接 続
さ れ た 第 ２ オ イ ル 流 路 と 、 除 霜 運 転 時 に 開 閉 弁 を 開 か せ る 制 御 手 段 と を 備 え た 構 成 と す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 膨 張 弁 と 蒸 発 器 と の 間 の 冷 媒 回 路 の 冷 媒 の 温 度
が 所 定 値 、 例 え ば ０ ℃ 以 下 に な る と 、 圧 縮 機 を 出 た 高 温 の 第 ２ オ イ ル 流 路 の 潤 滑 油 が オ イ
ル 冷 媒 熱 交 換 器 で 冷 媒 と 熱 交 換 す る 。 従 っ て 、 潤 滑 油 が 蒸 発 器 に 混 入 す る こ と な く 、 冷 媒
を 加 熱 す る の で 蒸 発 器 の 内 部 に 潤 滑 油 が 付 着 す る こ と な く 除 霜 が で き る 。 そ の 結 果 、 除 霜
時 に 蒸 発 器 の 伝 熱 性 能 を 落 と す こ と が な く 、 サ イ ク ル 効 率 を 低 下 さ せ な い 冷 凍 サ イ ク ル 装
置 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 は 、 外 管 と 外 管 内 に 挿 入 さ れ た 内
管 と で 構 成 さ れ た 二 重 管 式 熱 交 換 器 で あ り 、 外 管 に は 潤 滑 油 が 流 れ 、 内 管 に は 冷 媒 が 流 れ
る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 二 重 管 式 熱 交 換 器 を 用 い れ ば 、 冷 媒 と 潤 滑 油 と を 効 率 よ
く 熱 交 換 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 は 、 蒸 発 器 が 冷 媒 を 流 す 伝 熱 管 、
伝 熱 管 を 流 れ る 冷 媒 の 伝 熱 を 促 進 さ せ る フ ィ ン 、 お よ び フ ィ ン に 近 接 し て 設 け た 送 風 フ ァ
ン で 構 成 し 、 第 ２ オ イ ル 流 路 の 一 部 を 送 風 フ ァ ン と フ ィ ン と の 間 に 配 置 す る よ う に し て も
よ い 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 の オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 は 、 フ ィ ン の 外 側 に 第 ２ オ イ ル 流 路 を 接 触 さ せ る
だ け で 、 潤 滑 油 と 冷 媒 と を 熱 交 換 で き 、 そ の 構 成 を 簡 単 に で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 冷 媒 は 二 酸 化 炭 素 と し て も よ い 。 冷 媒 が 二 酸 化 炭 素 で
あ る と 、 蒸 発 器 に 潤 滑 油 が 付 着 し た と き の 伝 熱 性 能 の 低 下 が 著 し い た め 、 二 酸 化 炭 素 が 冷
媒 の 場 合 、 特 に サ イ ク ル 効 率 を 低 下 さ せ な い 効 果 が 大 き く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に よ れ ば 、 除 霜 運 転 時 に 潤 滑 油 と 冷 媒 を 熱 交 換 す る こ と で 、
除 霜 を 行 え る と と も に 、 蒸 発 器 に 潤 滑 油 が 混 入 す る こ と が な い の で 、 潤 滑 油 の 付 着 で 蒸 発
器 の 伝 熱 性 能 を 低 下 さ せ る こ と が な く 、 サ イ ク ル 効 率 も 低 下 さ せ る こ と が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ の 構 成 図 で 、 実 線 で 示 し た 冷
媒 回 路 １ １ 、 二 重 線 で 示 し た 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ 、 第 ２ オ イ ル 流 路 １ ３ 、 制 御 手 段 １ ４ で
構 成 さ れ 、 冷 媒 と し て は 二 酸 化 炭 素 を 用 い て い る 。 こ こ で 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ は 、 暖 房
運 転 お よ び 暖 房 運 転 を 行 い な が ら 除 霜 運 転 を 行 う 空 気 調 和 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 冷 媒 回 路 １ １ は 、 圧 縮 機 １ ５ 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ 、 放 熱 器 １ ７ 、 膨 張 弁 １ ８ 、 蒸 発 器 １
９ が 冷 媒 を 流 す 第 １ の 配 管 １ １ ａ で 接 続 さ れ 、 閉 サ イ ク ル を 形 成 し て い る 。 圧 縮 機 １ ５ は
、 冷 媒 と 潤 滑 油 と を 含 む 作 動 流 体 を 圧 縮 し て 高 温 、 高 圧 に し 、 潤 滑 油 で 潤 滑 さ れ 駆 動 す る
。 オ イ ル 分 離 器 １ ６ は 、 圧 縮 機 １ ５ で 吐 出 さ れ た 作 動 流 体 を 冷 媒 と 潤 滑 油 と に 、 例 え ば そ
れ ら の 比 重 差 で 分 離 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。 こ こ で 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ で は 、 冷 媒 と 潤
滑 油 が 完 全 に 分 離 さ れ る 場 合 の み な ら ず 、 潤 滑 油 を 少 し 含 ん だ 冷 媒 と 冷 媒 を 少 し 含 ん だ 潤
滑 油 と に 分 離 さ れ る 場 合 も 起 こ り う る 。 こ こ で は 、 潤 滑 油 を 少 し 含 ん だ 冷 媒 に つ い て も 単
に 冷 媒 と 、 冷 媒 を 少 し 含 ん だ 潤 滑 油 も 単 に 潤 滑 油 と 記 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 放 熱 器 １ ７ は 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ で 潤 滑 油 と 分 離 さ れ た 高 温 の 冷 媒 が 放 熱 さ れ る 。
膨 張 弁 １ ８ は 、 放 熱 器 １ ７ で 放 熱 さ れ た 高 圧 の 冷 媒 の 圧 力 を 低 下 さ せ 、 蒸 発 器 １ ９ は 、 膨
張 弁 １ ８ で 圧 力 を 低 下 さ れ た 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る 。 蒸 発 器 １ ９ は 、 冷 媒 回 路 １ １ の 冷 媒 が 流
れ る 伝 熱 管 ２ ０ 、 伝 熱 管 ２ ０ が 貫 通 し 冷 媒 の 伝 熱 を 促 進 す る フ ィ ン ２ １ 等 で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ は 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ 、 絞 り 装 置 ２ ２ 、 蒸 発 器 １ ９ と 圧 縮 機 １ ５ と
の 間 の 第 １ の 配 管 １ １ ａ が 、 潤 滑 油 を 流 す 第 ２ の 配 管 １ ２ ａ で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ オ イ ル 流 路 １ ３ は 、 第 ２ の 配 管 １ ２ ａ か ら 分 岐 し 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ と 絞 り
装 置 ２ ２ と の 第 ２ の 配 管 １ ２ ａ 、 流 量 調 整 弁 ２ ３ 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ 、 蒸 発 器 １ ９
と 圧 縮 機 １ ５ と の 間 の 第 １ の 配 管 １ １ ａ が 潤 滑 油 を 流 す 第 ３ の 配 管 １ ３ ａ で 接 続 さ れ て い
る 。 こ こ で 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ は 図 １ に 示 す よ う に 、 蒸 発 器 １ ９ の 入 口 部 に 設 け ら
れ て い る 。 ま た 絞 り 装 置 ２ ２ は 、 潤 滑 油 の 温 度 と 圧 力 を 低 下 さ せ る 機 能 を 有 し 、 流 量 調 整
弁 ２ ３ は 、 潤 滑 油 を 流 す か 流 さ な い か の ど ち ら か を と る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 制 御 手 段 １ ４ は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ よ り な る 制 御 装 置 ２ ５ に 、 膨 張 弁 １ ８ と 蒸 発 器
１ ９ と の 間 の 第 １ の 配 管 １ １ ａ の 冷 媒 温 度 を 計 測 す る 、 例 え ば サ ー ミ ス タ 温 度 計 ２ ６ の 計
測 値 が 入 力 さ れ 、 絞 り 装 置 ２ ２ 、 流 量 調 整 弁 ２ ３ を 制 御 す る 。 制 御 装 置 ２ ５ は 、 サ ー ミ ス
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タ 温 度 計 ２ ６ 、 絞 り 装 置 ２ ２ 、 流 量 調 整 弁 ２ ３ と そ れ ぞ れ 信 号 線 ２ ７ 、 信 号 線 ２ ８ 、 信 号
線 ２ ９ で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 こ こ で オ イ ル と は 、 潤 滑 油 を 意 味 す る 。 従 っ て 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ と は 、 冷 媒 と
潤 滑 油 を 分 離 す る 装 置 で あ り 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ と は 、 潤 滑 油 と 冷 媒 と を 熱 交 換 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 暖 房 運 転 の み が 行 わ れ る 場 合 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ の 動 作 を 説 明 す る 。 冷 媒 は
、 冷 媒 回 路 １ １ で 圧 縮 機 １ ５ 、 オ イ ル 分 離 器 １ ６ 、 放 熱 器 １ ７ 、 膨 張 弁 １ ８ 、 蒸 発 器 １ ９
を 循 環 す る 。 放 熱 器 １ ７ は 、 室 内 熱 交 換 器 で 室 内 空 気 に 放 熱 し て 暖 房 を 行 い 、 蒸 発 器 １ ９
は 室 外 熱 交 換 器 で 大 気 か ら 熱 を 奪 う 。 潤 滑 油 は 、 第 ２ オ イ ル 流 路 １ ３ の 流 量 調 整 弁 ２ ３ が
閉 じ ら れ 、 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ に の み 流 れ る 。 そ し て 潤 滑 油 は 、 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ で 、
制 御 装 置 ２ ５ か ら の 指 示 に よ り 絞 り 装 置 ２ ２ が 絞 ら れ て そ の 温 度 を 下 げ 、 蒸 発 器 １ ９ の 出
口 側 に 戻 さ れ る 。 こ こ で 、 潤 滑 油 の 温 度 を 下 げ る の は 、 潤 滑 油 が 蒸 発 器 １ ９ を 出 た 冷 媒 と
混 合 し て 、 冷 媒 の 過 熱 度 が 過 大 に な る こ と を 防 ぐ た め で あ る 。 圧 縮 機 １ ５ に 過 熱 度 が 過 大
な 冷 媒 が 吸 入 さ れ る と 、 圧 縮 機 １ ５ の 動 力 が 増 大 す る 。 な お 、 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ ま た は
第 ２ オ イ ル 流 路 １ ３ の 潤 滑 油 の 質 量 流 量 は 、 圧 縮 機 １ ５ か ら 吐 出 さ れ る 冷 媒 と 潤 滑 油 が 含
ま れ る 作 動 流 体 の 質 量 流 量 の １ ０ ～ ２ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 暖 房 運 転 を 行 い な が ら 除 霜 運 転 を 行 う 場 合 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ の 動 作 は 、 冷
媒 回 路 １ １ に 関 し て は 、 暖 房 運 転 の み を 行 う 場 合 と 同 じ で あ る 。 暖 房 運 転 で は 、 蒸 発 器 １
９ を 流 れ る 冷 媒 の 温 度 は 、 大 気 の 温 度 よ り 低 下 さ せ な い と 、 大 気 か ら 熱 を 奪 え な い 。 こ こ
で 、 大 気 の 温 度 が 下 が っ て ０ ℃ 以 下 に な っ て く る と 、 蒸 発 器 １ ９ の 伝 熱 管 ２ ０ の 中 は 大 気
の 温 度 よ り 低 い 冷 媒 が 流 れ て い る た め 、 大 気 の 温 湿 度 条 件 に よ り 蒸 発 器 １ ９ は 着 霜 を 始 め
る 。 そ こ で サ ー ミ ス タ 温 度 計 ２ ６ で 計 測 し て い る 冷 媒 の 温 度 が 所 定 値 、 例 え ば ０ ℃ 以 下 を
制 御 装 置 ２ ５ が 検 知 す る と 、 絞 り 装 置 ２ ２ を 制 御 し て 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ に 潤 滑 油 を 流 さ
ず 、 流 量 調 整 弁 ２ ３ を 全 開 に し て 第 ２ オ イ ル 流 路 １ ３ に 潤 滑 油 を 流 す 。 そ し て 潤 滑 油 は 、
オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ に 流 れ 、 冷 媒 と 熱 交 換 し て 、 冷 媒 温 度 を 上 げ る 。 そ の 後 、 サ ー ミ
ス タ 温 度 計 ２ ６ が 所 定 値 を 上 回 る と 、 暖 房 運 転 の み に 切 り 替 え ら れ る 。 な お 、 除 霜 運 転 中
も 暖 房 能 力 は 低 下 す る も の の 、 冷 媒 回 路 １ １ に は 継 続 し て 冷 媒 を 流 す た め 暖 房 運 転 は 継 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ に 用 い ら れ る オ イ ル 冷 媒 熱
交 換 器 ２ ４ の 断 面 図 で あ る 。 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ は 、 外 管 ３ １ と 外 管 ３ １ 内 に 挿 入 さ
れ た 内 管 ３ ２ と で 構 成 さ れ た 二 重 管 式 熱 交 換 器 で あ る 。 図 ２ で 、 冷 媒 は 内 管 ３ ２ の 左 方 か
ら 右 方 に 、 潤 滑 油 は 外 管 ３ １ の 下 方 か ら 上 方 に 流 れ る 間 に 、 高 温 の 潤 滑 油 と 低 温 の 冷 媒 と
が 熱 交 換 す る 。 こ の よ う に 、 二 重 管 式 熱 交 換 器 で 冷 媒 と 潤 滑 油 と が 管 を 通 し て 接 触 す る た
め 、 冷 媒 と 潤 滑 油 と は 効 率 よ く 熱 交 換 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 っ て 除 霜 運 転 時 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ に 潤 滑 油 を 流 し て 冷 媒 を 加 熱 し 除 霜 を 行 っ
て も 、 蒸 発 器 １ ９ に 潤 滑 油 が 混 入 す る こ と が な い 。 そ の た め 、 蒸 発 器 １ ９ は 潤 滑 油 の 付 着
で 伝 熱 性 能 を 低 下 さ せ る こ と が な く 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ も そ の サ イ ク ル 効 率 を 低 下 さ
せ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 他 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 ３ ０ の 構 成 図 で あ る
。 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 ３ ０ が 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 １ ０ と 異 な る 点 は 、 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ に
さ ら に 第 ２ 流 量 調 整 弁 ３ ３ を 付 加 し た こ と で あ る 。 そ し て 、 第 ２ 流 量 調 整 弁 ３ ３ は 制 御 装
置 ２ ５ と 信 号 線 ３ ４ で 接 続 さ れ 、 サ ー ミ ス タ 温 度 計 ２ ６ の 信 号 値 に よ り 、 第 ２ 流 量 調 整 弁
３ ３ の 開 閉 は 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 述 の 暖 房 運 転 の み が 行 わ れ る 場 合 、 第 ２ 流 量 調 整
弁 ３ ３ は 全 開 さ れ 、 暖 房 運 転 を 行 い な が ら 除 霜 運 転 を 行 う 場 合 、 第 ２ 流 量 調 整 弁 ３ ３ は 全
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閉 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 例 え ば 絞 り 装 置 ２ ２ が ニ ー ド ル 式 で あ る と 、 全 閉 し て も 漏 れ が あ る 場 合 も あ る が 、 こ の
よ う に 第 ２ 流 量 調 整 弁 ３ ３ を 付 加 す る こ と で 、 第 １ オ イ ル 流 路 １ ２ の 流 量 制 御 は 、 よ り 精
度 よ く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 を 用 い た 例 を 示 し た 。 冷 凍 サ イ
ク ル 装 置 １ ０ で 冷 媒 に 二 酸 化 炭 素 を 用 い る と 、 蒸 発 器 １ ９ に 潤 滑 油 が 付 着 し た と き の 伝 熱
性 能 の 低 下 が 著 し い た め 、 上 述 の 構 成 と す る こ と に よ り 、 特 に サ イ ク ル 効 率 を 低 下 さ せ な
い 効 果 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 暖 房 運 転 か ら 除 霜 運 転 に 切 り 替 え る 際 に 、 膨 張
弁 １ ８ と 蒸 発 器 １ ９ と の 間 の 第 １ の 配 管 １ １ ａ の 冷 媒 温 度 を 検 知 す る 例 で 説 明 し た が 、 圧
力 セ ン サ ー を 用 い て 、 冷 媒 圧 力 を 検 知 す る 方 法 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 冷 媒 に 二 酸 化 炭 素
を 用 い た 場 合 、 冷 媒 圧 力 が ３ Ｍ Ｐ ａ 以 下 を 検 知 す る と 、 除 霜 運 転 に 切 り 替 え る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ２ ４ を 蒸 発 器 １ ９ の 入 口 部 に
設 け た 例 を 示 し た が 、 膨 張 弁 １ ８ と 蒸 発 器 １ ９ と の 間 の 第 １ の 配 管 １ １ ａ に 設 け て も 、 本
発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装
置 と オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 の 構 成 の み が 異 な る 。 従 っ て 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 を 主 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 に 用 い ら れ る 蒸 発 器 １ ９ 、 お よ
び オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ３ ５ の 斜 視 図 で あ る 。 蒸 発 器 １ ９ は 、 冷 媒 を 流 す 伝 熱 管 ２ ０ 、 伝 熱
管 ２ ０ を 流 れ る 冷 媒 の 伝 熱 を 促 進 さ せ る 薄 板 状 の フ ィ ン ２ １ 、 お よ び 送 風 フ ァ ン ３ ６ で 構
成 さ れ て い る 。 そ し て オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ３ ５ は 、 第 ２ オ イ ル 流 路 １ ３ の 一 部 が 送 風 フ ァ
ン ３ ６ と フ ィ ン ２ １ と の 間 に 配 置 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 図 ４ は 、 図 面 が 煩 雑 に な る
の を 避 け る た め 、 フ ィ ン ２ １ を 詳 細 に 示 す の は 一 部 に と ど め て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 暖 房 運 転 の み を 行 っ て い る 場 合 は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で も オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器
３ ５ に は 潤 滑 油 は 流 れ な い 。 し か し 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ く 、 膨 張 弁 と 蒸 発
器 １ ９ と の 間 の 冷 媒 回 路 の 冷 媒 温 度 が 所 定 値 、 例 え ば ０ ℃ 以 下 に な る と 除 霜 運 転 を 始 め る
。 こ の と き 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ３ ５ に は 、 圧 縮 機 か ら 吐 出 さ れ た 高 温 の 潤 滑 油 が 流 れ 、
送 風 フ ァ ン ３ ６ に よ り 送 ら れ た 空 気 が 温 風 と な り フ ィ ン ２ １ お よ び 伝 熱 管 ２ ０ に 着 い た 霜
を 溶 か す 。 ま た 、 膨 張 弁 と 蒸 発 器 １ ９ と の 間 の 冷 媒 回 路 の 冷 媒 温 度 が 所 定 値 を 上 回 る と 、
暖 房 運 転 の み に 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 ３ ５ の 構 成 と し て も 、 除 霜 運 転 時 に 潤 滑 油 が 蒸 発 器 １ ９
の 伝 熱 管 ２ ０ 内 を 流 れ る こ と が な く 、 潤 滑 油 が 付 着 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 伝 熱 管 ２ ０ が フ ィ ン ２ １ を 貫 通 す る 構 成 の い わ
ゆ る フ ィ ン チ ュ ー ブ タ イ プ の 蒸 発 器 の 例 を 示 し た が 、 冷 媒 を 分 岐 、 集 合 さ せ る ヘ ッ ダ ー を
有 す る ヘ ッ ダ ー タ イ プ の 蒸 発 器 で も よ い 。 ヘ ッ ダ ー タ イ プ の 蒸 発 器 で も 、 そ の 伝 熱 管 お よ
び フ ィ ン と 送 風 フ ァ ン と の 間 に 、 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 を 配 置 す る こ と に よ り 、 同 様 の 効 果
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 と し て 暖 房 運 転 を 行 う
空 気 調 和 装 置 で 説 明 し た が 、 蒸 発 器 １ ９ で 大 気 か ら 熱 を 奪 い 、 放 熱 器 １ ７ で 温 水 と す る 給
湯 装 置 で も 蒸 発 器 １ ９ の 効 率 を 低 下 さ せ な い 効 果 が 大 き い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 は 、 蒸 発 器 に 潤 滑 油 が 混 入 す る こ と が な く 、 蒸 発 器 お
よ び そ れ を 用 い た 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 効 率 を 低 下 さ せ る こ と が な い か ら 、 空 気 調 和 装 置 、
給 湯 装 置 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 構 成 図
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に 用 い ら れ る オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 の 断 面 図
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 の 他 の 形 態 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 構 成 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 用 い ら れ る オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器 の 斜 視 図
【 図 ５ 】 従 来 の 冷 凍 サ イ ク ル 装 置 の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ， １ ５ 　 　 圧 縮 機
　 ２ ， １ ６ 　 　 オ イ ル 分 離 器
　 ３ 　 　 キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ
　 ４ 　 　 四 方 弁
　 ５ 　 　 室 外 熱 交 換 器
　 ６ 　 　 電 子 膨 張 弁
　 ７ 　 　 室 内 熱 交 換 器
　 ８ 　 　 バ イ パ ス 回 路
　 ９ 　 　 開 閉 弁
　 １ ０ ， ３ ０ 　 　 冷 凍 サ イ ク ル 装 置
　 １ １ 　 　 冷 媒 回 路
　 １ １ ａ 　 　 第 １ の 配 管
　 １ ２ 　 　 第 １ オ イ ル 流 路
　 １ ２ ａ 　 　 第 ２ の 配 管
　 １ ３ 　 　 第 ２ オ イ ル 流 路
　 １ ３ ａ 　 　 第 ３ の 配 管
　 １ ４ 　 　 制 御 手 段
　 １ ７ 　 　 放 熱 器
　 １ ８ 　 　 膨 張 弁
　 １ ９ 　 　 蒸 発 器
　 ２ ０ 　 　 伝 熱 管
　 ２ １ 　 　 フ ィ ン
　 ２ ２ 　 　 絞 り 装 置
　 ２ ３ 　 　 流 量 調 整 弁
　 ２ ４ ， ３ ５ 　 　 オ イ ル 冷 媒 熱 交 換 器
　 ２ ５ 　 　 制 御 装 置
　 ２ ６ 　 　 サ ー ミ ス タ 温 度 計
　 ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ４ 　 　 信 号 線
　 ３ １ 　 　 外 管
　 ３ ２ 　 　 内 管
　 ３ ３ 　 　 第 ２ 流 量 調 整 弁
　 ３ ６ 　 　 送 風 フ ァ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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